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神戸電鉄『岡場駅』からバスで約15分
西宮市山口センター１階

西宮市山口ホール
〒651-1412 兵庫県西宮市山口町下山口4-1-8

TEL 078-904-2760  月曜休館/祝日の場合翌日休館

WEBサイト

西宮市は 2025年に市制施行 100周年を迎えます （西百無）第 0 0 3 4号

子どもから大人まで、全ての人が表現者の身体と心の使い方、ダンス
になるまでの過程に触れ、本格的な芸術作品を体感できるプログラム
です。

創作体験ワークショップ

パフォーマンス観覧要予約

9 23/
2024

月祝

13:30  開場

14:00 14:40 パフォーマンス観覧

15:00  16:00 創作体験ワークショップ

参加費 無料

要予約

定員 先着60名

参加費 1,500円

定員 先着40名

申込方法

申込フォーム西宮市山口センター１階総合案内にて受付
申込フォーム・電話・メール予約も可

※ 『パフォーマンス観覧』『創作体験ワーク
ショップ』ともに事前申込が必要です

※ 定員になり次第受付終了
※ 『創作体験ワークショップ』をお申込みの方

は『パフォーマンス観覧』可能

関東と関西で活動するパフォーマンスアーティスト集団。「ヒトと
ヒトがクロスする」という意味が込められ、身体表現を手段に舞台
芸術や映像作品の発表、ダンスプログラムの企画など“身体で生きる
こと”を表現している。

プロフィール

特別なパフォーマンスを披露。HIxTO流の創作体験をお届けします。

演出家。1995年兵庫県宝塚市出身。 大阪芸術大

学舞台芸術学科特別賞を受賞し卒業、 HIxTOの

代表であり、城西国際大学メディア情報学科の

非常勤講師。身体的アプローチの舞台や映像、

企業コラボなどのアートディレクター。
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ダンスワークショップ
dance workshop

観る、学ぶ。

コンテンポラリーダンスと舞台芸術
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対象年齢

中学生－大人

対象年齢

０歳から入場可



プロフィール

関東と関西で活動するパフォーマンスアーティスト集団。「ヒトと

ヒトがクロスする」という意味が込められ、身体表現を手段に舞台

芸術や映像作品の発表、ダンスプログラムの企画など“身体で生き

ること”を表現している。

HIxTO
ヒクト

history…

専用の駐車場はございません。

隣設のタイムズ24「山口センター前公共駐車場」

をご利用ください。

入庫してから1時間無料（以降1時間ごとに100円）

自動車

公共交通機関

さくらやまなみバス・阪急バス停留所

「山口センター前」下車すぐ

◼ 神戸電鉄「岡場」駅より約15分

◼ 神戸電鉄「有馬温泉」駅より約15分

◼ JR「西宮名塩」駅より約25分

◼ JR・阪急電鉄「宝塚」駅より約45分

アクセス

教養しりーず番外編 × おさんぽアミティ

神戸電鉄『岡場駅』からバスで約15分
西宮市山口センター１階

西宮市山口ホール
〒651-1412 兵庫県西宮市山口町下山口4-1-8

TEL 078-904-2760  月曜休館/祝日の場合翌日休館

WEBサイト

お問い合わせ

HIxTO(ヒクト)は、「ヒトとヒトとがクロスする」という意味を込めた団体名で、「身体から社会をデザインする」をテーマに 2 人以上が交わる状

況を社会と捉え、プロジェクト毎にメンバーを集めることで、その時、その人たちでしか作り出せないことを大切に活動を行なっている。主に、

舞台製作、映像製作、ワークショップ、クリエーション企画などの芸術活動を通して、様々なクリエーター

が流動的に集まれる場づくりを目指す。また、ヒクトの作品ではノンフィクションを追求しており、舞台上

演での決められた構成と演出の中で出演者がどうリアルな感情や思いを表現できるかを思考しながら、身体

でパフォーマンス作品を発表。『精神と密接する身体は嘘をつくことができない』。この考えを持って、人

と人との関係から生まれる出来事を身体で表現する事を大切にした作品創作を行なっている。2019年5月1日

『身体から社会をデザインする』をコンセプトにアーティスト、ウェブデザイナー、薬学生が集いHIxTOを

設立。兵庫県の薬局にて薬以外の力で元気になる事を目指す薬剤師と共同し身体表現WSプロジェクトを開始。

2020年1月京都芸術センターにて初舞台作品を発表。作家の実体験をもとに"生きている"についての作品を上

演。その後プロジェクト毎に クロスジャンルを生み出しながら関西での活動を広げる。 同年、兵庫県ではア

パレルブランドと共同し、舞台 「HOOD」プロジェクトを開始。2021年にはKYOTO STEAMー世界文化交流

祭ーにて新作発表。同フェスティバル内ではSONY Design camera robotとコラボし、映像が制作され展示さ

れた。2022年は舞台「HOOD」第2作目を発表。2023年には西宮市民会館(アミティ・ベイコムホール)で

「night 宮沢賢治"銀河鉄道の夜"より」を上演。その後、関東にも拠点を持ち活動を広げている。
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― おさんぽアミティとは ―

わたしたち（公益財団法人西宮市文化振興財団）は “ふらっとお
さんぽに行くように、みなさんの家の近くやアミティ・ベイコム
ホールでアートに気軽に出会ってもらえる”ことを願って《おさん
ぽアミティ》プロジェクトを立ち上げました。みなさんにお会いで
きることを楽しみにしています！

― 教養しりーずとは ―

教養しりーずは文化芸術を楽しく、分かりやすく、舞台で実演を観
覧しながら学べるイベントです。今回は番外編として、創作体験
ワークショップを開催します。
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